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１．はじめに

　名古屋大学留学生相談室（注）では、日本企業に就職を

希望する留学生に対して、さまざまな就職支援を行っ

ている。求人情報の提供や個別の会社説明会の学内開

催、また「就職活動支援コース」の実施、そして、2010

年度には新たに「日本組織なじみ塾」を企画・実施した。

　留学生の就職支援の必要性から、2007年度に試行的

に就職ガイダンスを開催したが、2008年度からは「就

職活動支援コース」を開講している。就職活動に戸

惑っている留学生を対象として、「就活」に必要とされ

る「自己分析」「企業研究」さらには「応募書類準備」

や「面接・マナー」が学べる講座である。2010年度は、

３年目にあたり、12月で全体的な講座を終え、１月、

２月、３月は個別カウンセリングを行った。

２．「日本組織なじみ塾」の必要性

　「就職活動支援コース」に参加する留学生をみてい

て、留学生に対しては、教室で学ぶだけでなく、より

早い段階で日本企業の組織文化を実践的に学ばせ、体

得することの必要性を感じた。日本人学生であれば、

親や周囲の働く人々を見ながら育つ過程で無意識のう

ちに身につけていると考えられるが、異なる文化背景

を持つ留学生には、体験させながら教えることが意味

を持ってくる。そのため、就職活動時期以前のキャリ

ア教育として、「就職活動支援コース」講師陣により

「日本組織なじみ塾」が企画・提案された。この企画

は、名古屋大学留学生相談室が主体となって中島記念

国際財団留学生地域交流事業の助成金に申請し、採択

されて実現に至った。

３．「日本組織なじみ塾」とは？

　「日本組織なじみ塾」は、「アルバイトを通じて日本

企業の仕事の仕方を学ぼう…」というものである。ア

ルバイトという組織活動を通じて、チームワーク力、

問題発見力、問題解決力、さらにコミュニケーション

力を鍛えることを目的としている。留学生の多くが生

活のためにアルバイトをしているが、単なる生活手段

として漫然と「作業する」のではなく、そこに一つの

違う視点を入れ実践することで、「仕事する」ことにつ

いて多くを学び成長につながった。企業が留学生を雇

用する際に一番心配なのは、「職場に馴染んでくれる

だろうか？」だと聞く。その意味で、事前にアルバイ

留学生のキャリア教育としての「日本組織なじみ塾」
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（注）名古屋大学留学生相談室は、留学生センター教育交流部門と統合し、2011年４月１日留学生センターアドバイジング・カウ
ンセリング部門として改組した。
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ト先という日本の組織の中で「仕事する」ことを学ぶ

なじみ塾生は、その不安を与えないだろう。

４．留学生によるアルバイト先の改善活動と成果

　助成金趣旨に沿って、県内大学の留学生を対象に参

加者を募集し、４大学18名が、なじみ塾第１期生と

なった。2010年７月初め、参加留学生相互の連帯感を

育てることを目的として、一泊二日のキックオフ合宿

を岐阜県郡上市で行い、その後は、大学の教室で毎月

１回の合同研修を重ねた。合宿では、自炊時の火起こ

しや料理のマニュアル化、宿泊先の「山の家」の改善

計画等、身近な話題を取り上げながら「仕事の仕方」

を学んだ。また、合同研修では、職場で必要とされる

「5S」に関して、自らの5S を実行しながら、他の学生

の改善活動を聴き意見交換を行った。その間も、アル

バイト先の理解と協力をいただきながら、学生はアル

バイト先での改善活動に取り組んできた。

　それぞれの学生が自分の職場で考え、悩み、作り上

げた成果を１月19日（水）成果発表会として、企業人

事担当者、他大学の就職担当者、行政関係者、留学生

等約50人を前に改善活動の紹介を行った。

　５名のなじみ塾生の発表は、いずれも興味深いもの

であり、「教育」の効果がよく表れていた。発表テーマ

は、「スーパーにおける商品廃棄の削減」「仕事の与え

方によるやる気の違い」「中華料理店の一人当たりの売

上金額アップ」「コンビニにおけるファーストフード

の売り上げアップの試み」「披露宴会場におけるラン

ナーの見える化」であり、専門の研究と異なるこれら

のテーマを見るだけでも学生の意欲が伝わってくるの

ではないだろうか。

　それら職場の問題を改善することを通して学生が感

じたことは次のとおりである。

➢	課題を見つければ、単純作業も面白みが出る。課題

を見つけ、解決方法を考え、努力するのは非常に面

白い。

合同研修の様子（留学生センター） 合宿で薪を割り火を起こす（郡上市）

合宿：｢山の家 ｣改善計画発表 職場改善活動成果発表会
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➢	仕事と作業の違いがわかった。作業は任されたこと

だけを完成すればよい、仕事の場合は、自ら問題を

考え、日々変化する状況の中で自ら動くこと。
➢	データでの把握の大切さ。
➢	金額削減というデータとして現れたことで自分の努

力が報われたと感じやる気が出た。
➢	お客様への関心の持ち方が変わった。
➢	以前よりやりがいや楽しさが出てきた。
➢	スタッフが同一の対応をするための情報の共有化や

マニュアル化の有効性を感じた。
➢	人間関係、時間厳守、日本語能力の大切さを実感し

た。

　第１期生の一人が言った「これまで、アルバイトの

時間が早く終わらないかと時計ばかり見ていたが、最

近は客の商品の選び方を見ている自分がいる。」印象的

な言葉であった。

５．おわりに

　「日本組織なじみ塾」に参加しながら「就職活動支

援コース」をも受講した留学生が数人おり、彼らのこ

れからの活躍が楽しみである。幸い、2011年度も中島

記念国際財団留学生地域交流事業の助成金に採択され

たため、留学生向けの新しいキャリア教育モデルとし

て、さらに改善した「日本組織なじみ塾」を実施する

予定である。


